
中
華
人
民
共
和
国
建
国
五
十
周
年
祝
賀
大
会

江
沢
民
主
席

全
国
の
同
胞
の
皆
さ
ん
、
同
志
の
皆
さ
ん
、
友

人
の
皆
さ
ん

今
日
、
わ
れ
わ
れ
は
壮
大
な
天
安
門
広
場
で
、

中
華
人
民
共
和
国
建
国
五
十
周
年
を
盛
大
に
祝
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
全
国
各
民
族
人
民
の
盛
大
な
祝

毛
沢
東
主
席
は
こ
こ
で
、

世
界
に
新
中
国
の
誕
生
を
宣
言
し
た
。
中
国
人
民

は
そ
の
時
か
ら
立
ち
あ
が
り
、
中
華
民
族
の
発
展

は
全
く
新
し
い
時
代
に
入
っ
た
。

十
五
年
前
の
今
日
、
郵
小
平
氏
は
こ
こ
で
中
国

人
民
が
改
革
・
開
放
の
道
に
沿
っ
て
大
股
で
前
進

し
て
お
り
、
中
国
の
社
会
主
義
建
設
の
船
が
波
を

け
立
て
て
現
代
化
の
輝
か
し
い
彼
岸
に
向
か
っ
て

走
っ
て
い
る
と
世
界
に
宣
言
し
た
。

五
十
年
と
り
わ
け
改
革
・
開
放
二
十
年
来
の
困

難
に
満
ち
た
奮
闘
を
経
て
、
以
前
の
貧
し
く
て
弱

か
っ
た
中
国
に
天
地
を
覆
す
ほ
ど
の
歴
史
的
激
変

が
生
じ
た
。
勤
勉
、
勇
敢
で
知
恵
に
富
む
中
国
人

民
は
、
中
国
共
産
党
の
指
導
の
も
と
で
、
歴
史
の

古
い
中
国
の
大
地
の
上
で
、
世
界
を
驚
嘆
さ
せ
る

五
十
年
前
の
今
日
、

4・江沢民主席の演説.

人
間
の
奇
跡
を
創
り
出
し
た
。

社
会
主
義
だ
け
が
中
国
を
救
い
、
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
は
、
実
践
に
よ
っ
て
す
で
に
証
明

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
特
色
を
持
つ
社
会
主

義
建
設
が
中
国
経
済
の
繁
栄
と
社
会
の
全
面
的
進
歩

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
広
々
と
し
た
道
で
あ
る
こ
と

も
実
践
に
よ
っ
て
十
分
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。

人
類
は
ま
た
も
新
し
い
世
紀
の
変
わ
り
目
と
、

新
し
い
千
年
の
変
わ
り
目
と
い
う
重
要
な
時
点
に

差
し
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
び
と
が
今
ま
で

た
ど
っ
て
き
た
道
の
り
と
収
め
た
業
績
を
回
顧

し
、
未
来
の
発
展
と
前
途
を
展
望
す
る
素
晴
ら
し

の
演
説

(
一
九
九
九
年
十
月
一
日
)

日
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
成
果
と
力
を
顕
示
す
る

荘
厳
な
式
典
で
も
あ
る
。

わ
た
し
は
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
、
全
国
人

民
代
表
大
会
、
国
務
院
、
全
国
政
治
協
商
会
議
、

中
央
軍
事
委
員
会
を
代
表
し
て
、
祖
国
の
独
立
、

統
一
、
民
主
、
富
強
の
た

カメラ・奨如鈎

め
に
功
績
を
立
て
た
革
命

の
先
輩
と
烈
士
た
ち
に
心

か
ら
深
い
懐
旧
の
念
を
表

し
、
全
国
各
民
族
人
民
と

演説をする江沢民国家主席

国
内
外
の
愛
国
的
同
胞
に

熱
烈
な
祝
賀
の
意
を
送

り
、
中
国
の
発
展
に
関
心

を
寄
せ
そ
れ
を
支
持
す
る

外
国
友
人
と
世
界
人
民
に

心
の
こ
も
っ
た
感
謝
の
意

を
表
す
る
。

い
時
点
で
あ
る
。

前
世
紀
の
中
葉
か
ら
今
世
紀
の
中
葉
に
か
け

て
、
中
国
人
民
は
百
年
間
血
を
浴
び
て
闘
争
し

た
結
果
、
つ
い
に
民
族
の
独
立
と
人
民
の
解
放

を
実
現
し
、
自
分
の
運
命
を
根
本
か
ら
変
え
た
。

今
世
紀
の
中
葉
か
ら
来
世
紀
の
中
葉
に
か
け
て
、

中
国
人
民
は
さ
ら
に
百
年
間
の
困
難
に
満
ち
た

創
業
を
経
て
、
社
会
主
義
現
代
化
を
基
本
的
に

実
現
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
中
華
民
族
は
よ
り
強

大
な
姿
で
世
界
の
各
民
族
の
聞
に
そ
び
え
立
つ

で
あ
ろ
う
。

わ
が
偉
大
な
祖
国
は
、
す
で
に
五
千
年
の
歴

程
を
た
ど
っ
て
き
た
。
こ
の
五
千
年
の
歴
史
に

お
い
て
、
中
華
民
族
は
そ
の
英
知
と
卓
越
し
た

創
造
力
で
、
世
界
文
明
に
消
し
去
る
こ
と
の
で

き
な
い
貢
献
を
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
千
年
に
お

い
て
、
中
華
民
族
は
必
ず
や
新
た
な
輝
か
し
い

成
果
を
あ
げ
て
、
世
界
文
明
に
よ
り
大
き
な
貢

献
を
す
る
に
違
い
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
引
き
続
き
党
の
基
本
理
論
、
基
本

路
線
、
基
本
綱
領
を
堅
持
し
、
全
国
各
民
族
人
民

の
力
に
頼
り
、
新
し
い
世
紀
に
お
い
て
、
絶
え
ず

中
国
の
特
色
を
持
つ
社
会
主
義
建
設
に
新
し
い
一

章
を
書
き
記
す
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
引
き
続
き
「
平
和
的
統
一
、
一
国

二
制
度
」
の
方
針
を
堅
持
し
、
香
港
と
襖
門
の
ス

ム
ー
ズ
な
祖
国
復
帰
を
実
現
し
た
後
、
台
湾
と
祖

8

天安門機上に立つ党と国の指導者江沢民、李鵬、朱銘基、李瑞環、胡錦溝、尉健行、李嵐清の諸氏
カメラ・李学仁

No .421999北京週報

国
大
陸
と
の
統
一
を
最
終
的
に
達
成
す
る
で
あ
ろ

う
。
祖
国
の
完
全
な
統
一
を
実
現
し
、
祖
国
の
安

全
を
守
る
こ
と
は
、
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
の

根
本
的
基
礎
で
あ
り
、
全
中
国
人
民
の
揺
ぎ
な
い

固
い
意
志
で
も
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
引
き
続
き
独
立
自
主
の
平
和
外
交

政
策
を
堅
持
し
、
平
和
共
存
五
原
則
を
踏
ま
え
て

す
べ
て
の
固
と
の
友
好
協
力
関
係
を
発
展
さ
せ

る
。
中
国
人
民
は
終
始
変
わ
る
こ
と
な
く
広
大
な

発
展
途
上
国
と
世
界
各
国
人
民
の
側
に
立
っ
て
、

覇
権
主
義
に
反
対
じ
、
世
界
の
多
極
化
を
推
進

し
、
公
正
か
つ
合
理
的
な
国
際
政
治
経
済
新
秩
序

の
確
立
を
推
し
進
め
、
世
界
の
平
和
と
発
展
と
い

う
崇
高
な
事
業
を
促
進
す
る
た
め
、
た
ゆ
ま
ず
努

力
を
傾
け
る
。

奮
闘
は
難
難
辛
苦
を
伴
う
が
、
嗣
知
難
辛
苦
は
新

た
な
発
展
を
は
ぐ
く
む
。
こ
れ
は
普
遍
的
な
法
則

で
あ
る
。
中
国
の
未
来
は
限
り
な
く
明
る
い
も
の

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
¦
ニ
ン
主

義
、
毛
沢
東
思
想
、
都
小
平
理
論
の
偉
大
な
旗
印

を
高
く
掲
げ
、
輝
か
し
い
目
標
を
目
指
し
て
勇
往

ま
い
進
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
富
強
、
民
主
、
文
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明
の
社
会
主
義
現
代
化
し
た
中
国
は
必
ず
世
界
の

東
方
に
現
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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